
2027年⽤パワーマックス 英語リーディング おすすめ問題

本試験の第7問 問5では、論説⽂の内容に基づき、抽象的な条件を4⼈の⽣徒の具体的な⽣活習慣に当てはめる判断⼒が求められました。
2027年⽤パワーマックスではこの特徴を捉え、第1回第7問で「ポライトネス理論」を採⽤。個別事象と抽象的概念を正しく対応付けして分類‧把握す
る⼒を養います。さらに、第1問の形式変更や第4問の新傾向問題など、最新の出題傾向に合わせたバリエーション豊かな問題構成となっています。
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（問題 p.28より抜粋：下線は Ｚ会による）

※上記は，2026年度大学入学共通テスト『英語リーディング』本試験第7問のp.28，p.30，p.32より
それぞれ抜粋して作成しております。上記抜粋内の赤枠および下線はすべてＺ会によります。

（問題 p.30より抜粋）

（問題 p.32より抜粋：赤線，赤枠はすべてＺ会による）

“Politeness Theory” という「理論」 “Mind Wandering”という「概念」

「理論」と、生徒の個別の
体験を比較して検討！

「概念」と、生徒の個別の
体験を比較して検討！




